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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・5/7（月）　部署懇談会　時間18：30～21：00　場所：鼓（フルーツパーラー小田原2階）

・5/7（月）～5/9（水）　ローテーション研修　竹花　紳SW（3日間）

・5/8（火）　ローテーション研修　看護学生

・本日、利用者様へ園芸実施の説明を行う。苗は今週中に届く予定

＜青名舎登録者情報交換＞

我満　奈津紀様～娘が火曜日デイケアに行って良いと話している。デイケアスタッフにデイケア利用について相談したところ、うみねこ幸房のボランティアに行ってはどうかと提案がある。娘が自分の元を離れたら、うみねこ幸房で働きたいと思っているが、暫くうみねこ幸房のボランティアも行っておらず、うみねこ幸房に行くのが後ろめたいと話す。スタッフより1人で行くのが不安な時は同行出来たり、事前にうみねこ幸房へ本人の気持ちを代弁し伝えることが出来ることを本人へ説明している。うみねこ幸房へ、本人がボランティアをしたいと考えているが、暫く行っていないため、また、いつ行けるかわからないため行きにくく感じていることを情報提供している。

平　　京子　様～体調は良く、生活で困っていることはないと話す。しかし、ボイラーの付け方を忘れたと答える。訪問し、ボイラーの使い方を一緒に確認することも出来ることを本人へ伝えると「とりあえず、自分でやってみるから大丈夫」と話す。

大久保　律子様～友人(晴山美智子様)の交際相手ともめ、家まで押し掛けてきたと電話がある。相手が執拗なときには警察に電話するよう助言している。21:30　警察を呼んで対応している。

高柳　和子　様～今週2回頓服薬（リスパダール）を服用したとのこと。「リスパダールを服用し過ぎると薬に慣れてしまい薬が効かなくなるからあまり飲まないようにしたい。デイケアスタッフに苦しい時は話してと言われているが、言わないで隠れてリスパダールを飲んでいる。スタッフに言うとみんなに伝わって、具合が悪いんだという目で見られるのが嫌だ。デイケアに居ると人と話をして気がまぎれることもあるが、余計苦しくなる時もある。苦しくなる時は水を飲んでくると言って席を離れるようにしている」と話す。気分の落ち込みなどで苦しい時に服用するために頓服薬としてリスパダールが処方されているため、無理して我慢するより服用し楽になった方が良いこと、また、デイケアスタッフに気分の落ち込みがあることを伝えることで、現状をわかってもらえることを本人へ伝えている。生活面について確認すると、オーブンレンジでトーストの作り方がわかってから、とても楽になったとのこと。今度は、電子レンジも使用したいと希望聞かれ、「今、温めるものがないから次回（訪問時）に用意しておきます」と答えるため、次回訪問時に電子レンジの使用について伝えることとしている。家族関係について「この前、弟に靴下10足とおにぎりと稲荷を持って行ったら、受け取らなかったけど、最後は受け取ってくれた」と笑顔で話す。訪問看護スタッフが携帯電話のカメラでとった桜を見せてくれたが、自分の携帯電話はカメラが使えないと思うと話すため、カメラの使い方を教えている。

柳町　信之　様～日中は、街やスーパーなどに出掛けているため、忙しいと話す。週１回（木曜日）ナイトケアでの入浴は続けているが、入浴は2週に1回で間に合うため、今後、ナイトケアの利用回数を減らしたいと希望あり。青明舎スタッフより現在の回数でも少ないため、減らさないよう説明している。

上久保　善朗様～春になり家業が忙しくなってきたが、通所や訪看等の利用を通じて適度に体を休めることが出来ていると話している。今後の生活について希望を確認すると、「今の生活が続けられれば良い」と話している。会話中、性的な発言が聞かれており、不快であることを伝えている。

久保　清美　様～ハローワークで「ＮＰＯ法人　ともいきの会　就労継続支援Ａ型　宝の杜」の求人を見つけ、ハローワークを通して日程調整を行い、5/9（水）14:00～見学を行うことにしたと話している。通所担当スタッフや保護者である姉にはまだ報告していないと話しているため、周囲に報告しながら進めていくよう伝えている。アパートの更新はまだ行っていないが、姉が段取りをつけてくれていると話している。

中居　美津子様～ＧＷ中は、姉の行方不明トラブルや玄関のガラスが割れる等、良いことがあまりなかったと話している。姉のトラブルについては、2～3日後には友人の家にいることが分かり安心したが、今も姉は友人の家におり、来月分の生活費を受け取れるか心配だと話している。先のことはわからないため、まずは今受け取った金銭でやりくりするように助言し、月末辺りになったら確認してはどうか提案している。ガラスの破損についてはガムテープ処理をし、様子をみるように言われたという。

八木橋　牧雄様～抗酒剤1回分を青明舎に持ち込み服用している。

山田　健次　様～介護保険の件にての仔細の情報を青明舎では待っているとの事。実費でタクシー料金の支払いをしている等、金銭的な負担が考えられる。金子ケアマネージャーに再度、確認を取る予定である。

高田　マキ様　～アパートの2Ｆに住む住人に苦情等の申したてをしたいと考え、不動産屋に問い合わせたが本日は忙しいと断られたとの事。昨年は大家様に2度程、相談をしたが改善はされていないとの事。

番沢　政勝　様～黒ヶ舌と呼ばれ病気ではない。鹿内内科の風邪薬を飲みきったら通院はしないとの事。

淡路　智恵子様～金銭に関して兄様から頂いているが厳しいとの事。同じグループホームの其田様に金銭をたかっている様子がある。他者から頂いた衣類を捨てられずに居る為、外の小屋にしまう事を許可している。

其田　淑子　様～禁煙継続中である。土日は外出し外食を続け金銭を遣っている様子がある。引っ越しの荷物は一ヶ月が経っても片付かないでいる。預金を遣い、貯金箱を壊して外出の費用に当てている。浪費癖が出てきている様子見られる。

松永　勘五郎様～部屋はきれいに片付いている。食べ物（パン）は押し入れの中にしまいこんでいる。

＜利用者様情報＞

植村　廣隆様～本日昼食後薬を忘れてくる。外来にて薬を貰って来てから飲むように伝えている。また薬の飲み忘れがある。

稲垣　ふき様～風邪症状有り。血圧180～190台にて経過中。頭痛、喉痛、咳等の症状がある。
＜疾患別診療計画立案＞

宮　陽子様（62）女性　昭和24年11月21日　

主病名：統合失調症　合併症：高血圧、右肩板裂

入院歴
平成14年10月5日～当院受診　　　　　　不眠、物を売りつける、浪費、迷惑行為

平成15年8月16日～平成18年2月24日　①入院

平成21年9月～平成23年5月　2回目の入院

治療歴
平成18年2月24日～平成21年2月24日　　青山荘

平成23年5月　退院　　デイケア、訪看、青明舎利用

デイケア（平成22年10月25日～）・訪問看護

現在の状況
訪看、デイケア利用を拒否、眠薬調整の訴えあり。

· 演劇の団体に加入していて週に３回ぐらい会合があり忙しくしている。

· 病院関係の電話には出ないが、兄様の電話には出る。

· 4/24には兄様と連絡を取っている。

· スタッフに対して拒否的な様子があり、電話で確認している。

病状悪化例
スタッフへの不満、化粧が濃くなる、近隣への不満が出てくる。

プログラム内容

疾病教室（個別）、健康管理（高血圧）、社会適応(人付き合い)、栄養指導、作業療法

目標

長期目標：心身ともに健康に過ごし、再発しない。

中期目標：服薬の必要性を理解し、内服を続け、怠薬をしない。

短期目標：①デイケアに定期的に通所し、疾病・服薬への理解を深める。

②定期的に面談を行い、服薬状況を確認する。

治療計画：①デイケア来所時に、生活状況や服薬について確認する。気分の高揚さ、化粧の度合い等、本人の態度や様子に些細な変化がないかを観察し、それらがみられた場合は本人に振り返って頂く。また、些細な変化があった場合も関係機関と密に情報を共有していく

②個人情報を聞き出そうとした際は、答えられないことを伝えていく。また、主治医や担当スタッフを変えたいと訴えた際にはその根拠を聞いていく。

今後
→電話が掛かって来たときに近況確認をする。

→連絡が無いときには兄様に連絡し、情報提供、本人の様子を確認する。

→来所を促す為にスタッフ配置を検討する。

